
















































































実例： IT (ICT〕と
地域コミュニティ

英国Telecottage 

◎田園地域にITセンター 、
テレコテッジを設立。

◎ ITトレーニング、
Eビジネスの創造

◎地域コミュニティが基盤

カ所ぐらいありますが、 実は多いときで170カ所ぐらいあります。

これは周りの景色です。

イギリスの田園地域
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そこにコミュニティ ・ センタ ーというのがつくられています。 これは地域の活動の場で

すので、 みんなが日ごろ集まっておられるところです。

既存のコミュニティ ・ センターの中に
ITセンター

そこで、 このように主婦の方が仕事していくわけです。

地方に居ながら、
ITトレーニングやソフト開発まで受託

これが日本で言うテレワ ー ク ・ センタ ーです。
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雄大な阿蘇山麓に設立された、
阿蘇テレワ ーク・センター

（総務省と農水省の補助事業）

&"'!I り

これは阿蘇のテレワ ー ク ・ センタ ーです。 日本で 一番大きな農村型のテレワ ー ク ・ セン

タ ーです。

阿蘇テレワ ークセンターから見た阿蘇山
故郷のすばらし景色のもとでIT産業

ーミ、

今のテレワ ー ク ・ センタ ーの庭から見た阿蘇山です。 これは杵島岳と言って、 もうちょ

っとこっちに煙を出しているところがあります。
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阿蘇の草原
所得向上 ・ 安心できる環境・精神的豊かさ

地域の人々にとって何が大切なのでしょうか？

その草原です。 アカウシがいます。

故郷の魅力を再発見（貴重な財産を子供たちの胸に）

小中学校の情報教育とのパートナーシップ〔IT産業と情報教育〕

レッドデータブックで絶滅危惧種に指定されているハナシノブ
（阿蘇外輪山で筆者撮影）

もう一つ、 貴重なもの。 これはレッドデー タブックの「ハナシノブ」です。 実はこれは

日本が中国大陸と陸続きであった時代に南下してきた植物です。 その後、 温暖化して日本

海ができました。 このハナシノブという植物は、 その生き証人です。 阿蘇の外輪山の中に

あります。 これは環境省の許可をもらって、 私が撮ったものですが、 一般の人には生息地
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を公表していません。 そういう貴重なものです。

私が思うのは、 阿蘇の村の子、 小学生に、 君たちのところというのはこんなに貴重なも

のがあると。 歴史以上のものがあると。 それをよく見ておきなさいよ。 大きくなって東京

へ就職で、 あるいは、 結婚して阿蘇を離れますが、 そういう財産を子供のときにつくって

あげる。 これは農村でないとできません。 これも環境省の人たちがぴりぴりされています

が、 日本に数力所しかない非常に貴重なものがある。 そういう貴重なものこそ、 子供たち

に教えるべきだと思っています。 そうすると、 ふるさとを離れても必ず帰ってきます。

阿蘇テレワ ーク ・ センターの様子

阿蘇のテレワ ー ク ・ センタ ーで働いている風景です。

地域住民の欲求と

農村・地方都市のIT展開

IT活用の三段階展開

ふ

◎第1段階：経済的欲求に対するIT対策
阿蘇山に自生するミヤマキリシマ

◎第1[段階：安心（不安解消）への欲求に対するIT対策

◎第m段階：精神的豊かさへの欲求に対するIT対策

この3段階の展開から3局面の農開へ。 農村の特性とITの特性を新結合。

- 44 -




















	表紙
	はじめに
	目次
	１．農業社会と情報社会
	１．農業社会と情報社会
	２．ＩＴ社会の魅力
	３．企業の情報化と地域の情報化

	２．ＩＴ推進上の課題・問題点
	１．農村自治体に共通の課題・問題点
	２．農村の生活環境
	３．農村の教育環境

	３．大分県大山町の例
	１．地域づくりの歴史
	２．社会経済指標と地域情報化度、農業活力度

	４．ＩＴ活用の三段階展開
	１．人間の欲求段階、マズロー理論より
	２．ＩＴ活用の目的、発展段階

	５．おわりに
	１．新しい農村地域の雇用およびライフスタイル提案
	２．日本およびイギリスの実例紹介

	６．質疑応答
	要旨
	講師紹介
	奥付



